
拠点化・活性化に寄与する施設と同類施設について（第２回会議での主な意見より） 

 

デンカビッグスワンスタジアム  新潟市陸上競技場 鳥屋野運動公園（球技場） 

開設年月日 平成 13 年 4 月（築 22 年） 開設年月日 昭和 38 年 7 月（築 60 年） 昭和 38 年 8 月（築 60 年） 

施設写真  保全対応 
耐震補強済み 

80 年の耐用に備え修繕等の保全計画あり 
H20.4 月に人工芝張替 

 

施設写真 

  

施設概要 陸上・サッカー（ＷＥ）・ラグビー 

・ゲートボール 

 

・収容人数 18,500 人 

〇競技場：第２種公認 400ｍ×8 レーン 

〇補助競技場：250ｍ×6 レーン 

〇雨覆トラック：直走路 110ｍ×4 レーン 

〇トレーニング室 

サッカー・ラグビー 

 

・収容人数 2,000 人 

・人工芝 14,647 ㎡ 

・クラブハウス（ロッカー、ミーティングルー

ム、温水シャワー室）完備 

年間利用者 

(H30 年度) 
５２４，４４８ 人 

年間利用者 

(H30 年度) 
２３６，８３７ 人  ５４，１５０ 人 

施設概要 陸上・サッカー（Ｊ1）・ラグビー 

 

・収容人数 42,300 人 

≪デンカビッグスワン≫ 

〇トラック：第 1 種公認全天候型 400ｍ×9 レーン 

国際陸上連盟が定める基準、CLASS2 認証 

〇フィールド：天然芝 

≪デンカスワンフィールド≫ 

〇トラック：第 3 種公認全天候型 400ｍ×8 レーン 

〇フィールド：天然芝 

 

                                    

 

 

 

 

                    トレーニング特化（新設） 

陸上、医科学支援、合宿 

球技専用スタジアム（新設） 

サッカー（Ｊ1・ＷＥ）・ラグビー 

施設のあり方 ★ 球技専用スタジアムの新設によって、ビッグスワンの有効利用が可能となり、ラグビーの試合や陸上の大規模大会を今以上に開催することができる。 

★ 中高生を中心とした日々の陸上トレーニング利用に応えるため、鳥屋野運動公園（野球場・球技場）跡地にトレーニング特化施設を新設。ここでは、 

スポーツ医科学支援や、併設された宿泊施設を利用した合宿も行われる。 

 

★ 新設する球技専用スタジアムとトレーニング特化施設を鳥屋野潟南部に集約することも。 

資料 4 



拠点化・活性化に寄与する施設と同類施設について（第２回会議での主な意見より） 

 

 

 

ＨＡＲＤ ＯＦＦ ＥＣＯスタジアム新潟  鳥屋野運動公園（野球場） 

開設年月日 平成 21 年 7 月（築 14 年） 開設年月日 昭和 38 年 8 月（築 60 年） 

施設写真  保全対応 H23 耐震診断で「地震に対し倒壊又は崩壊する危険性が高い」の判定 建替えを前提 

 

施設写真 

 

施設概要 ・収容人数 5,000 人 

〇センター120ｍ、両翼 97ｍ、照明設備なし 

 

年間利用者 

(H30 年度) 
２１２，２９８ 人 

年間利用者 

(H30 年度) 
２５，４８４ 人 

施設概要 ・収容人数 30,000 人 

〇グラウンド：センター122ｍ、両翼 100ｍ、内外野とも人工芝 

〇照明設備：プロ野球ナイトゲームに対応 

〇その他施設：スコアボード（ＬＥＤ方式）、 

大型映像装置（430 インチ） 

〇付帯設備：屋内練習場（約 1,000 ㎡×2 面） 

 

施設の 

あり方 

〇市内で硬式野球の大会を開催できる３球場の１つ。（他は、西区：みどり森、西蒲区：城山） 

〇高校野球、社会人野球などアマチュア野球を中心に利用あり。 

〇ＥＣＯスタと車で１０分程度のため、サブスタジアムとしての利用も便利。 

〇新潟アルビレックスベースボールクラブがＮＰＢファームリーグに参入した場合、 

ＥＣＯスタでの試合が増えるため、その影響で押し出される市民・県民チームの受け皿と 

 なり得る。 

 

  

３つのエリア活用パターン 鳥屋野潟南部集約パターン 


